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雛醐§襲挙籔醸

八
十
八
歳
以
上
は
一

一
十
三
人

横
綱
は
斉
藤
志
や
う
さ
ん
（
燗
＋
翫
）

敬称略
9月1日現在満88歳以上

　
　
二
十
三
人
中
十
九
人
が

　
　
女
性
（
八
十
八
歳
以
上
）

　
江
南
村
で
は
、
九
月
一
日
現
在
八
十

八
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
二
十
三
人
、

男
女
別
で
は
、
男
四
人
、
女
十
九
人
と

圧
倒
的
に
女
性
優
位
で
す
。

　
ま
た
、
最
高
齢
者
は
、
野
原
一
一
九

一
に
お
住
ま
い
の
斉
藤
志
や
う
さ
ん
、

明
治
二
十
二
年
三
月
二
日
生
ま
れ
の
九

十
四
歳
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
注
意
〉
化
の
中
で
は
・
や
は
り
時
代
遅
れ
の
感

し
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

江南村長寿番付

斉藤志やうさん

順位 年齢 氏　　名 生年月日 住　　　所

1 94 斉藤志やう 明22．3．2 野原1191

2 93 坂田ます 23。4．8 押切130

3 〃 小久保はな 23．6．28 塩74

4 91 高橋トメ 25．4．15 須賀広291

5 〃 関口せい 25．5．1 押切2528

6 ”　　ぞ 印牧貞治 25．9．1 小江川1396

7 90 鈴木のぶ 25．10．5 塩93－2

8 〃 秋山幹太郎 25．12．25 小江川1396

9 〃 高橋ふ志 26．5．3 須賀広573

10 〃 福田けい 26．6．25 成沢215

11 〃 橋本なを 26．7．7 樋春1956－1

12 89 高橋嘉四郎 26。9．14 須賀広285

13 〃 関口さく 26。9．20 成沢515－3

14 〃 持田みい 26．10．12 樋春332

15 〃 福田勝次郎 27．1．5 上新田253－1

16 88 大久保ヤス 27．11．5 三本1885

17 〃 馬場ホウ 27．11．10 樋春832

18 〃 黒田ソノ 27．12．9 小江川1396

19 〃 野村静恵 28．1．26 小江川1396

20 〃 持田とも 28．3．2 押切319

21 〃 柴　　ふみ 28．3．29 柴153

22 〃 杉田きう 28．7．30 野原378

23 〃 長谷川登美 28．8．1 三本665

）
し

〉
　
埼
玉
県
で
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
、

〉
　
「
埼
玉
県
青
少
年
愛
護
条
例
」
を
制
定

〉〉
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
主
に
青
少

〉
年
を
と
り
ま
く
有
害
環
境
を
排
桧
す
る

〉
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を

〉〉
進
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

〉
　
し
か
し
最
近
の
青
少
年
問
題
の
多
様

〉〉
は
否
め
ま
せ
ん
。
そ
の
た

〉
め
、
新
た
に
「
埼
玉
県
青

〉
少
年
鯵
全
育
成
条
例
」
を

〉〉
制
定
、
十
月
一
日
か
ら
施

レ
行
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま

〉
で
以
上
に
積
極
的
に
健
全

〉〉
育
成
対
策
を
推
進
し
て
い

〉
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〉〉
　
新
条
例
の
大
き
な
柱
は

〉
　
「
青
少
年
の
健
全
育
成
の

〉
推
進
」
と
「
青
少
年
に
有

〉〉
害
な
環
境
の
規
制
」
で
す
。

〉
　
青
少
年
が
健
全
に
成
長

〉
す
る
よ
う
に
育
成
す
る
こ

〉〉
と
は
、
す
べ
て
の
人
々
の

〉
責
務
で
す
。
こ
の
よ
う
な

〉〉〉〉1＞〉［＞〉〉〉〉［＞

健全育成は

　　みんなの手で
基
本
的
な
考
え
か
ら
、
県
や
市
町
村
の

責
務
は
も
ち
ろ
ん
、
県
民
、
保
護
者
の

責
務
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
有
害
環
境
の
規
制
の
面
で
は
、
次
の

よ
う
な
点
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
雑
誌
等
の
自
動
販
売
業
者
に
対
し
て

は
、
　
「
図
書
等
自
動
販
売
管
理
者
」
を

自
動
販
売
機
ご
と
に
置
く
こ
と
が
義
務

　
　
　
　
　
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

青少年健全育成条例スタート

10

月
1
日

△
）
し

　
「
管
理
者
」
」
を
市
役
所
・

町
村
役
場
を
通
じ
県
に
届

出
し
、
そ
の
氏
名
な
ど
を

自
動
販
売
機
に
表
示
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
ま
で
の
最
高

三
万
円
の
罰
金
が
、
十
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
、
　
「
み
だ
ら
な

行
為
等
の
禁
止
」
に
違
反

し
た
者
に
は
、
一
年
以
下

の
懲
役
刑
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く

健
や
か
に
成
長
す
る

　
こ
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
村
民
の
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
御
協

力
が
必
要
で
す
。
詳
し
い

こ
と
は
役
場
住
民
課
（
内

線
2
5
）
ま
た
は
埼
玉
県
青

少
年
課
　
費
〇
四
八
八
ー

二
四
－
二
一
一
一
㈹
へ
。
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ρ
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
今
年
も
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
還
動
」
が
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
ま
す
が
、
　
「
子
供
と
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守

　
　
　
　
　
　
ろ
う
」
が
重
点
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
今
回
は
と
り
わ
け
犠
牲
者
の
多
い
お
年
寄

　
　
　
　
　
　
り
の
行
動
特
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
・
9
月
2
1
日
～
3
0
日

　
　
子
供
と
お
年
寄
り
を

　
　
　
　
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

《
心
理
そ
の
ー
》
変
化
す
る
交
通
状
況

に
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
目
立
つ

　
お
年
寄
り
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
は
じ

め
と
す
る
“
交
通
環
境
”
の
変
化
に
つ

い
て
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
年
寄
り
の
頭
の
中
は
、
昔

の
記
憶
が
大
半
を
占
め
、
交
通
量
の
多

　
　
　
　
　
〃
》

く
な
っ
た
現
在
の
状
況
を
、
実
感
と
し

て
つ
か
み
に
く
い
心
理
状
態
に
あ
り
ま

す
。《

心
理
そ
の
2
》
体
力
や
運
動
機
能
の

衰
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
ま
で
も

若
い
気
持
ち
で
い
る
こ
と
が
多
い

　
年
を
と
る
と
、
当
然
、
体
力
を
は
じ

め
運
動
機
能
や
感
覚
機
能
が
低
下
し
ま

す
。

　
し
か
し
、
本
人
は
ま
だ
ま
だ
若
い
つ

も
り
で
い
る
た
め
、
こ
の
”
意
識
と
境

実
”
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
事
故
を
招
き
や
す

く
し
て
い
ま
す
。

《
心
理
そ
の
3
》
と
き
に
、
身
勝
手
と

思
え
る
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ

る
。

　
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い

る
お
年
寄
り
で
も
、
身
勝
手
と
し
か
思

え
な
い
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
信
号
の
変
わ
り
め
で
横
断
を

始
め
た
り
、
近
道
を
し
て
横
断
し
て
は

い
け
な
い
と
こ
ろ
を
渡
っ
た
り
し
て
し

ま
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
交
通
量
の
多
い
道
路
を
ク
ル
マ
の
流

れ
を
無
視
し
て
ゆ
う
ゆ
う
と
歩
い
て
渡

る
お
年
寄
り
、
近
づ
い
て
く
る
ク
ル
マ

を
よ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
体
は

な
か
な
か
動
か
な
い
　
　
　
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
お
年
寄
り

特
有
の
心
理
や
行
動
特
性
を
理
解
し
、

お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し

ょ
う
。

選
挙
人
名
簿
定
時
登
録

　
登
録
者
数
は
六
、
八
一
二
人

　
選
挙
人
名
簿
の
定
時
登
録
は
、
毎

年
九
月
↓
日
現
在
に
よ
り
、
選
挙
人

名
簿
に
新
し
く
登
録
さ
れ
る
方
を
調

査
し
、
九
月
二
日
に
登
録
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
選
挙
が

実
施
さ
れ
る
と
き
は
、
選
挙
時
登
録

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
各
投
票
区
別
の
有
権
者
数
（
登
録

者
数
）
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

昭和58年9月1日現在

投票区名 男 女 計

第1投票区 591 618 1，209

第2投票区 727 731 1，458

第3投票区 584 610 1，194

第4投票区 746 770 1，516

第5投票区 723 712 1，435

合　計 3，371 3，441 6，812

（

（
、
響

講
麿

萎難．彰

嚢
講

　
江
南
村
で
は
昭
和
五
十
九
年
度
採
用

の
役
場
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
た

め
応
募
者
に
対
し
、
埼
玉
県
下
の
関
係

町
村
が
共
同
で
採
用
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
公
務
員
を
志
望
さ
れ
る
方
は
、
次

に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
試
験
日
時
・
場
所

㈲
筆
記
試
験

　
●
日
時
…
…
十
一
月
六
日
⑪

　
●
場
所
…
…
吹
上
町
立
吹
上
中
学
校

　
o
D
面
接
試
験
、
身
体
検
査

　
●
後
日
、
江
南
村
役
場
で
行
い
ま
す
。

②
採
用
予
定
人
員

　
●
若
干
名

③
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

　
男
女
を
問
わ
ず
、
昭
和
二
十
七
年
四

　
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
四
月
一

　
日
ま
で
に
生
れ
た
者

④
応
募
書
類

　
ω
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
者
は
、

　
　
埼
玉
県
高
等
学
校
就
職
統
一
用
紙

　
　
で
す
。

　
ω
そ
の
他
の
者
は
埼
玉
県
労
働
部
指

　
　
定
の
用
紙
で
す
。

　
㈲
応
募
書
類
の
請
求
は
、
高
等
学
校

　
　
卒
業
見
込
み
の
者
は
各
高
等
学
校

垂
醇韻

　
　
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他

　
　
の
者
は
役
場
に
請
求
し
て
く
だ
さ

　
　
い
。

　
ω
書
類
は
江
南
村
役
場
総
務
課
へ
提

　
　
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
に
よ
り

　
　
申
し
込
む
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

　
　
（
採
用
試
験
）
と
朱
書
き
し
て
く

　
　
だ
さ
い
。

⑤
受
付
期
間

●
持
参
受
付
…
…
昭
和
五
十
八
年
九
月

　
二
十
四
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
九
月

　
三
十
日
ま
で
。
平
日
は
午
前
九
時
か

　
ら
午
後
五
時
ま
で
、
土
曜
日
は
正
午

　
ま
で
。

●
郵
送
受
付
…
…
九
月
二
十
四
日
か
ら

　
九
月
三
十
日
（
当
日
消
印
有
効
）

⑥
そ
の
他
注
意
事
項
・
問
合
せ
先

　
江
南
村
役
場
総
務
課

　
　
　
　
費
三
六
ー
一
五
二
一

※
試
験
の
方
法
等
詳
し
く
は
江
南
村
役

　
場
に
試
験
要
綱
を
公
示
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猿

　
　
　
嚢
醸
℃

　
　
　
Ψ
酒
頒
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ソフトボールの部

アイアンズが二連覇（Aブ。．ク）

　　Bブロックは板井Bチーム

か
が
や
き
ま
し
た
。
B
ブ
ロ
ッ
ク
（
年

齢
制
限
あ
り
）
で
は
、
板
井
B
チ
ー
ム

が
、
延
長
の
す
え
江
南
南
会
を
降
し
優

勝
し
ま
し
た
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
ク
ラ
ブ

メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ム

御
正
第
3

上
新
田
A

江
南
病
院

ア
イ
ア
ン
ズ

下
　
押
　
切

江
南
ヂ
ー
ゼ
ル

春
野
原
A

坂
上
ス
タ
ー
ズ

御
正
第
2

塩
バ
ヂ
ャ
ー
ズ

小
江
川
新
道

樋
　
春
　
A

野
原
（
棄
権
）

千
■
代
ク
ラ
ブ

三
　
本
　
B

中
央
ク
リ
ー
ン

樋
　
春
　
B

上
新
田
B

板
　
井
　
B

江
南
南
会

三
　
本
　
A

春
野
原
B

原
谷
ク
ラ
ブ

優
勝
は
樋
春
北
A
チ
ー
ム

鯉襲恥
念蘇影

　
江
南
村
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
村
民

球
技
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
は
、
七

月
二
十
四
日
、
三
十
一
日
の
両
日
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
す
え
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

春
に
続
き
ア
イ
ア
ン
ズ
が
連
続
優
勝
に

　
八
月
三
十
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
秋
期
大
会
が
、
千
代
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　Aブロツク
優勝・アイアンズ

）

　Bブロック

優勝・板井B

　
当
日
は
大
変
残
暑
が
厳
し
く
、
熊
谷

地
方
気
象
台
で
は
三
六
・
○
度
を
記
録

し
ま
し
た
。

　
こ
の
猛
暑
の
中
で
試
合
は
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
参
加
三
十
三
チ
ー
ム
の
選
手

の
み
な
さ
ん
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

一
生
懸
命
の
プ
レ
ー
が
続
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
優
勝
は
樋
春
北
A
、
準

優
勝
御
正
第
二
、
三
位
樋
春
南
B
と
な

り
ま
し
た
。

詰
将
棋
、

※おわび一先月号の図で後手4四角が落ちて
　いました。おわびして付け加えます。

〔
先
月
号
の
答
え
〕

2
二
銀
、
同
玉
、
3
三
銀
、
同
角
、

3
一
角
成
、
1
一
玉
、
3
三
桂
不
成

ま
で
七
手
詰
。

〔
解
説
〕

　
初
手
2
二
銀
は
こ
の
一
手
で
し
ょ

う
。
同
角
は
2
三
桂
不
成
、
2
一
玉
、

3
一
歩
成
、
同
角
成
ま
で
詰
。
同
玉

に
3
三
銀
が
再
度
の
捨
て
駒
で
決
め

手
と
な
り
ま
す
。
1
三
玉
は
3
一
角

成
ま
で
詰
、
同
角
と
玉
の
逃
げ
場
を

な
く
し
て
解
決
。

）

　3位決定戦

3位・樋春南B

樋
春
南
B

出
題
　
五
段
　
有
野
　
芳
人

●
ヒ
ン
ト
…
…
邪
魔
な
駒
は
。

　
　
　
先
手
　
　
持
駒
　
角
桂

　
一
二
三
四
五
六
七

654321夢 角

等 王 銀

事 事 善

飛

上
新
田
B

決勝卜一ナメント

優勝・樋春北A

樋
春
南
B

上
新
田
B

御
正
第
一

樋
春
北
A

）

）
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壷
諺
　
．
触
何
、
、
’
蟹
崔
霞
、
、
認
、
講
鰍
罹

罫
ウ

板石塔婆

　
静
か
な
お
寺
の
境
内
や
木
影
の
墓
地

な
ど
に
、
奇
妙
な
文
様
を
刻
み
込
ん
だ

板
状
の
石
塔
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
た
い
て
い
縁
泥
片
岩
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
板
碑
、
ま

た
は
石
板
石
塔
婆
と
い
わ
れ
、
畠
山
重

忠
や
熊
谷
直
実
と
い
っ
た
武
蔵
武
士
の

活
躍
し
た
鎌
倉
時
代
か
ら
、
室
町
～
戦

国
時
代
の
社
会
に
流
行
し
た
、
石
製
の

供
養
塔
で
す
。

　
も
と
も
と
仏
教
の
教
理
に
基
づ
く
も

の
で
、
仏
教
の
言
葉
で
「
ス
ツ
ー
バ
」

と
い
い
ま
す
。
有
名
な
法
降
寺
五
重
塔

や
薬
師
寺
三
重
塔
も
同
様
に
仏
を
供
養

す
る
た
め
の
建
物
で
す
。
現
在
で
は
お

盆
の
時
、
お
寺
よ
り
い
た
だ
く
木
製
の

卒
塔
婆
が
こ
れ
に
当
り
ま
す
。

　
板
石
塔
婆
の
出
現
し
た
鎌
倉
時
代
は
、

平
安
時
代
か
ら
浄
土
信
仰
が
、
広
く
武

士
や
一
般
庶
民
に
普
及
、
し
、
加
え
て
道

元
禅
師
に
よ
る
曹
洞
宗
や
、
日
蓮
上
人

に
よ
る
日
蓮
宗
や
親
鶯
上
人
に
よ
る
浄

（

へ

土
真
宗
の
布
教
な
ど
、
宗
教
活
動
の
盛

ん
な
時
代
で
し
た
。

　
板
碑
の
造
立
は
当
時
の
武
士
た
ち
の

間
に
広
ま
り
、
時
に
は
武
士
の
名
前
を

彫
り
込
ん
だ
例
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
、
南
北
朝
争
乱
、

室
町
時
代
、
戦
国
の
世
と
社
会
が
移
り

変
る
に
つ
れ
、
造
立
者
の
数
も
増
え
、

社
会
的
な
地
位
の
差
を
問
わ
ず
広
ま
り
、

結
果
と
し
て
多
く
の
板
石
塔
婆
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
技
術
的
に
優
れ
た
も
の
、
芸
術
的
に

秀
い
で
た
も
の
を
含
め
、
ど
の
板
石
塔

婆
も
中
世
の
社
会
や
歴
史
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
、
数
少
な
い
貴
重
な
資
料
な

の
で
す
。

　
板
石
塔
婆
、
頭
部
を
山
形
に
と
が
ら

せ
、
細
長
い
身
部
に
文
様
や
銘
文
を
彫

り
込
ん
で
い
ま
す
。
奇
妙
な
文
様
は
、

　
　
　
　
　
　
ぽ
ん
じ

仏
様
を
表
わ
す
梵
字
で
、
仏
の
姿
を
文

字
で
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

　
文
様
の
下
に
は
、
年
号
や
お
経
の
文

章
や
、
仏
様
を
讃
え
る
詩
な
ど
を
書
き

供
養
さ
れ
る
人
が
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、

成
仏
で
き
ま
す
よ
う
に
と
い
う
願
い
を

こ
め
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
生
前
に
死
後
の
浄
土
往
生
を

願
っ
て
造
立
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
行

わ
れ
ま
し
た
。
個
人
だ
け
で
な
く
、
家

族
や
知
り
合
い
の
人
が
力
を
合
わ
せ
て

造
立
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
費

用
的
な
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
　
一

人
よ
り
二
人
、
二
人
よ
り
三
人
の
方
が

供
養
さ
れ
る
側
の
救
い
に
な
る
し
、
建

て
た
人
々
の
死
後
の
救
い
に
も
な
る
わ

け
で
す
。

　
こ
の
板
碑
の
最
も
古
い
例
は
、
私
た

ち
の
江
南
村
に
あ
り
ま
す
。
小
江
川
・

大
沼
公
園
の
弁
天
島
に
あ
る
嘉
禄
の
板

石
塔
婆
が
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
今
か
ら

七
五
六
年
前
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
誰
が
、

ど
こ
に
建
て
た
の
か
、
大
き
な
謎
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
上
部
を
失
っ
て

は
い
ま
す
が
、
阿
弥
陀
三
尊
像
を
彫
り

出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
破
損
し
、
剥
落
に
耐
え
、
痛
ま
し
い

姿
を
さ
ら
し
て
い
ま
す
が
、
仏
の
手
は

造
立
者
の
信
仰
を
証
す
か
の
よ
う
に
合

掌
し
た
ま
ま
で
す
。

徽
磯
瀞

．

幡熱鰍

（

（

　
二
番
目
、
三
番
目
に
古
い
板
石
塔
婆

は
、
や
は
り
江
南
村
に
あ
り
ま
す
。
江

南
村
は
板
石
塔
婆
の
生
れ
た
と
こ
ろ
と

い
っ
て
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
埼
玉
県
に
は
二
万
余
基
の
板
石
塔
婆

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

欠
け
お
ち
た
り
、
磨
滅
し
た
り
し
、
完

全
な
も
の
は
わ
ず
か
で
す
。
ま
た
、
心

な
い
人
に
壊
さ
れ
た
り
盗
ま
れ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
過
去
の
人
々
の
心
情
を
思
え
ば
、
板

石
塔
婆
に
と
っ
て
安
住
の
地
を
持
つ
こ

と
、
そ
れ
が
祖
先
に
対
し
て
私
た
ち
の

こ
た
え
る
べ
き
ひ
と
つ
の
方
法
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

鼠・

　磯瀞．

〉
大
沼
公
園
の
板
碑

く
大
沼
公
園
の
板
碑

（
現
存
す
る
姿
）

（
欠
け
た
部
分
の
復
元
図
）

蓉軸

Ω　　頁く
玲、、一“敦1

鮎
旗
所
艦

多
在
拷
危

義
奪

　
　
　
a

叢
濁
方

而
き
唯

網
戸
の
汚
れ
は

　
　
ス
ポ
ン
ジ
で

　
　
　
　
　
　
　
紅
伊

　
暑
か
っ
た
夏
も
そ
ろ
そ
ろ
お
わ
り
に

近
づ
き
、
夏
の
あ
い
だ
、
虫
か
ら
私
た

ち
を
守
り
大
活
躍
し
て
く
れ
た
網
戸
も

す
っ
か
り
汚
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。　

こ
の
網
戸
に
つ
い
た
汚
れ
を
落
と
す

の
は
、
な
か
な
か
や
っ
か
い
な
も
の
で

ガ
ラ
ス
を
み
が
く
よ
う
に
ゴ
シ
ゴ
シ
と

力
を
入
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
網
戸
も
い
た
め
ず
、
き
れ
い
に
す
る

に
は
、
ま
ず
大
き
め
の
ス
ポ
ン
ジ
（
ま

た
は
ぞ
う
き
ん
）
を
二
つ
用
意
し
て
、

そ
の
二
つ
で
網
戸
を
は
さ
み
込
み
、
同

時
に
動
か
す
と
、
た
ち
ま
ち
き
れ
い
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
台
所
の
網
戸
の
場
合
、
ゴ
ミ

と
油
が
い
っ
し
ょ
に
こ
び
り
着
い
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
方
法
で
は
、
ち
ょ
っ

と
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
布

に
ア
ル
コ
ー
ル
か
石
油
を
ふ
く
ま
せ
、

軽
く
ふ
く
よ
う
に
す
る
と
汚
れ
が
落
ち

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
方
法
は
手
が
荒
れ
る
の

で
ゴ
ム
手
袋
を
し
て
や
る
と
よ
い
で
し

よ
う
o



）

　　今年8月から、税金の申告や納
i付の期限が毎月の第2土曜日に当
　る場合は、日曜日や祝日などの場
　合と同様な扱いとなります。
　　例えば、今年の9月10日　（源泉
　所得税の期限）が該当しますが、
　ごの場合翌々日の9月12日が納期
i限になります。詳しくは、お近く
　の税務署・税務相談室へおたずね
　ください。

　　　日常生活での困りごとや行政へ
）1の不満等のある方、毎月第4火曜
　　　日にご相談に応じています。どう
　　　ぞお気軽にご相談ください。
　　　口と　き
　　　9月27日、10月25日
　　　午前9時30分～正午
　　　■ところ
　　　母子健康センター

　　一くらしの中の民話一

■と　き
　9月16日㈹午後1時～3時
口ところ
埼玉会館小ホール

■入場料一無料
■間合せ
埼玉県県民部自治振興課

　費0488－24－2111㈹

）　　　■応募資格
　　　　高校卒、または来年3月に高校
）　　　　卒業見込みの人か、これと同等
　　　　以上の学力の人（原則として30
　　　　歳以下），

　　　■受付期間
　　　　9月17日㈲～10月25日（火）
　　　■選考日

定所
■県労働部職業訓練課
費0488－22－7212

　N　HK学園では、昭和58年度秋
の「社会通信講座」の受講生を募
集しています。

　この講座の利点は、リポートの
添削が中心で、だれでも自宅にい
ながら、自分のペースで学べるこ
とです。

■受講資格　どなたでも
■受付期間　8月1日～9月30日
■案内書希望の方
　お近くのNHKまたは、下記へ
講座名と氏名、住所、電話番号を
書いてハガキでご請求ください。

　〒186

　東京都国立市富士見台2－36

　NHK学園CT係
　費0425－72－3155代表）

　※案内書は無料でお送りします

　　一現代のリアリズムー
　埼玉県立近代美術館では、この
　秋の企画展として、ミ現代のリアリ
　ズムモと題し、国内外の代表的現
　代作家の作品を展示します。

　現代美術はとかくわかりにくい
　といわれますが、今回の出品作品
　の中には親しみやすいものも多く
　大人から子供まで興味を持って御
　覧いただけると思います。

　■会期
　10月4日（火）～12月4日（日）

　　月曜日と祝日の翌日は休館

　■会場と間合せ
　埼玉県立近代美術館
，　　　含0488－24－0111

■観覧料
　一般500円　大・高生400円
　中・小生300円
■おもな展示作品
　（国外）

　アンドリュー・ワイエス、トム
　♂ブラツタウェル、アンデイー
　ウォーホルなど
　（国内）

　三尾公三、上田薫、石井勢津子
　など約50作家、約100点

■と　き
　11月13日（日）

昼の部　午後2時
夜の部　午後5時30分

■ところ
　埼玉県熊谷会館

■内容
　　　　　　も　SKD東京踊り
　　1部民謡ファンタジー・ふる
　さと

　　2部グランドレビュー・東京
　踊り

口料金
　A席2，500円（団体割引き有）

　B席2，000円
■前売開始
　9月13日（火）から

■前売所
　熊谷会館、八木橋、タニダ楽器
　清水海苔店、朝日堂書店ほか
■間合せ
　熊谷会館（0485－23－2535）

　
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
燃
え
な
い

ゴ
ミ
は
、
四
月
か
ら
破
砕
選
別
方
式
で

処
理
し
て
い
ま
す
。

　
破
砕
機
に
油
類
や
塗
料
が
入
る
と
、

爆
発
の
危
険
と
と
も
に
機
械
が
止
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ビ
ン
や
、
か
ん
を
出
す

と
き
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
ゴ
ミ
と
い
っ
し
ょ
に
出
し
て
は
い

　
　
け
な
い
も
の

◎
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ア
セ
チ
レ

ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
酸
素
ボ
ン
ベ
、
火
薬

類
、
薬
品
類
、
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
、
塗

料
カ
ス
、
廃
油
、

　
▼
容
器
に
穴
を
あ
け
て
出
す
も
の

◎
ラ
イ
タ
ー
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
灯
油
タ

ン
ク
、
ス
プ
レ
ー
か
ん
、
油
か
ん

　
▼
容
器
を
洗
っ
て
空
に
し
て
出
す
も

　
　
の

◎
薬
品
類
、
油
か
ん



灘．難難

難灘9　　木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金
　　123④56789100121314⑮1617⑱19202122⑳24⑳2627282930

話題のひろば　1　　　　江南村建設組合

奉仕作業で立派な遊具完成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「

、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
江
南
村
建
設
組
合
（
会
長
・
新
井
信
次
、
会
員
九

十
七
名
）
は
、
組
合
活
動
の
一
つ
と
し
て
毎
年
村
内

小
中
学
校
に
奉
仕
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
傷
ん
だ

壁
や
渡
り
廊
下
、
窓
枠
や
遊
具
の
点
検
な
ど
、
建
設

組
合
な
ら
で
は
の
奉
仕
作
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
八
月
十
四
日
（
日
）
早
朝
よ
り
、
各
小
中
学

校
に
別
れ
て
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。▲作業のもよう

▼完成した遊具

特
に
今
年
は
、
江
南
北
小
学
校
の
古
電
柱
を
利
用
し

た
遊
具
づ
く
り
に
重
点
を
お
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械

ま
で
も
持
ち
寄
り
、
立
派
な
逃
具
が
完
成
し
、
子
供

た
ち
も
大
喜
び
で
す
。

　㍉j・さくて手軽に乗れるヤとい
う便利さから、バイクの利用者が
毎年増えています。しかし、利用
者が増えるにつれて、バイクにか
かわる交通事故も増加しています。
小さなバイクだからといって、事
故が小さいとは限りません。人身
事故もたくさん起きているのです。
　もし、無保険で死傷事故でも起
こしたら、それこそたいへん。損
害賠償額が高額化してきているい
ま、無保険状態で乗るというのは
あまりにも無責任すぎます。
　そこで、万一、人身事故を起こ
した場合に損害賠償がスムーズに
できるよう、バイクも自賠責保険
または自賠責共済への加入が義務
づけられています。
　しかし、250cc以下のバイクに
は、車検制度などのチェック機関
がないため、自賠責保険への加入、
あるいは継続契約をっい忘れがち
です。忘れずに契約をしてくださ
いo

　バイクでも、無保険で走ると、
「6ヵ月以下の懲役または5万円

以下の罰金、さらに違反点数6点」
となり、免許停止処分となります。
　いざというときのためにも、ぜ
ひ加入をしましょう。

（

（

住
宅
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
1
0
月
1
日
に
実
施
」

　
五
年
に
一
回
実
施
さ
れ
る
「
住
宅
統

計
調
査
」
が
十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
全
国
の
約
四
百
万
の
住

宅
・
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
住
宅
の
国

勢
調
査
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
皆
さ

ん
方
の
住
宅
や
世
帯
の
構
成
な
ど
、
四

十
数
項
目
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅

政
策
を
進
め
る
う
え
で
の
基
礎
資
料
と
、

な
り
ま
す
。

　
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

間
に
、
都
道
府
県
知
事
が
任
命
し
た
調

田

査
員
が
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
ご
家

庭
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
っ
て
、
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
、
正
し
く
ご
記
入

の
う
え
、
十
月
一
日
～
七
日
に
再
び
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

　
調
査
し
た
事
柄
は
、
統
計
を
作
る
た

め
だ
け
に
使
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
調
査

員
や
関
係
者
が
調
査
内
容
を
ほ
か
の
人

に
漏
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
法
律
に

よ
っ
て
固
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
安
心
し
て
、
正
し
く
申
告
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〃フ

／

82一
μ

“

回
趣，

’

　
　
　
一
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匪
、
蘂
　
蓑
無
怨
濤
馨
誰

農
業
者
年
金
コ
ー
ナ
ー

響
麗
帰

農
業
者
年
金
に
ご
加
入
を

　
　
　
　
農
業
者
年
金
ど
は

　
農
業
者
年
金
は
、
農
家
の
方
々
の
老

後
の
生
活
の
安
定
と
農
業
経
営
の
若
返

り
等
を
目
的
と
し
て
、
国
の
政
策
に
よ

っ
て
設
け
ら
れ
た
年
金
制
度
で
す
。

　
　
当
然
加
入
の

　
　
　
　
資
格
者
の
と
き
は

　
当
然
加
入
の
資
格
者
は
q
D
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
て
　
働
自
分
名
義
の
農

地
等
が
五
十
ア
ー
ル
以
上
あ
る
農
業
経

営
主
で
あ
っ
て
　
㈹
そ
の
う
え
六
十
歳

に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
被
保
険
者

期
問
等
が
二
十
年
似
上
と
な
る
人
で
す
。

　
　
任
意
加
入
の
，

　
　
　
　
資
格
者
の
と
き
は

　
任
意
加
入
の
資
格
者
は
、
前
述
の
ω

と
⑥
の
要
件
を
満
た
し
て
い
て
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
人
で
す
。

⑦
自
分
名
義
の
農
地
等
が
三
十
ア
ー

　
ル
以
上
五
十
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
経

　
営
主

④
自
分
名
義
の
農
地
等
が
五
十
ア
ー

　
ル
以
上
の
農
業
経
営
主
の
直
系
卑
属

　
（
子
や
孫
）
の
う
ち
、
農
業
後
継
者

　
と
し
て
指
定
さ
れ
た
一
人
の
者
で
あ

　
っ
て
、
引
き
続
き
三
年
以
上
農
業
に

従
事
し
て
い
る
人
で
す
。

　
早
く
加
入
す
る
ほ
ど
有
利

年
金
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数

に
応
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
長

別表）57．8月現在の年金額（物価スライド制）

期
間
納
付
す
る
ほ
ど
多
額
の
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
（
別
表
参
照
）

　
し
っ
か
り
し
た
年
金
制
度

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
年
金
基
金

で
運
営
は
し
て
い
ま
す
が
、
法
律
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
、
国
の
監
督
の
下
に
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
加
入
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

農
業
委
員
会
や
農
協
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

　
魯
3
6
i
一
五
二
一
く
内
線
三
一
）

▼
江
南
村
農
協

　
台
3
6
ー
二
二
九
二

保険料

納付済

期　間

保険料納

付総額

年「金　額（一年間の支給額）

経営移譲年金 農業者
老齢年金

60～64
歳のとき

65歳以降 65歳以降

20年
　　　円
976，080

　　　円
892β00

　　　円
89，400

　　　円
223，400

30年 1，811，280 1，338，500 134，000 335，100

40年 2，646，480 1，784，600 178，700 446，800

）

豆

◎保険料（58．1～58．12）

　1ケ月5，720円　　前納（12ケ月）66，690円

お年寄りと

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
ほ
か
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控

　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
に
つ
い
て
も
、
控
除
の
対
象
と
な
る

娯
獄
灘
葛
雛
翻
絃
籍
塁
蝶
、

　
　
　
　
　
　
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
の
方
々
よ
り
も
多
く
控
除
さ
れ
る

　
　
　
　
石
．
．
．
．
．
陶
こ
と
に
な
っ
て
い
享
．

異
る
　
　
詳
し
く
は
馨
り
の
税
務
署
・
税
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
ま
た
、

十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
は
老
人
福

祉
週
間
で
す
。

　
国
の
重
要
な
し
ご
と
の
一
つ
に
社
会

保
障
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
に

は
、
老
人
医
療
費
の
給
付
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
充
実
、
老
人
就
労
あ
っ

せ
ん
事
業
に
対
す
る
助
成
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
税
金
面
で
も
、
お
年
寄
り
の
方
に
は

　
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
で
、
所
得
金

額
が
一
千
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
税

を
計
算
す
る
と
き
、
次
の
二
つ
の
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
老
年
者
控
除
　
所
得
金
額
か
ら
二
十

　
三
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。

．
②
老
年
者
年
金
特
別
控
除
　
国
民
年
金

　
な
ど
の
公
的
年
金
や
恩
給
の
収
入
金

　
額
か
ら
七
十
八
万
円
を
差
し
引
く
こ

　
　
、
；
）
し

　
　
　
　
　
〔
謙
禽
〕

成
　
沢

　
福
田
　
暢
彦
　
長
男
（
哲
男
）

三
　
本

　
高
橋
美
奈
子
　
三
女
（
茂
）

　
金
子
　
章
夫
　
三
男
（
隆
徳
）

押
　
切

　
長
谷
川
香
長
女
（
清
）

　
持
田
　
裕
子
　
二
女
（
重
則
）

　
篠
崎
　
博
基
　
長
男
（
保
）

樋
春

　
滝
田
　
雄
士
　
長
男
（
正
巳
V

須，

賀
広

　
嶋
田
　
秀
代
　
三
女
（
幸
男
）

　
吉
田
　
　
賢
　
三
男
（
英
雄
）

野
原

　
清
水
　
紘
子
　
長
女
（
進
也
）

　
水
野
　
武
三
男
（
榮
）

小
江
川

　
岡
部
奈
津
子
　
二
女
（
勇
）




